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本日の紹介内容

• 石灰窒素の三つの効果

• 稲わらの腐熟促進

石灰窒素稲わらすき込みによる水稲の追肥省略技術

• 漏生イネ、雑草イネ対策

• スクミリンゴガイ防除
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稲わら腐熟促進

秋すき込み
石灰窒素施用あり区

秋すき込み
石灰窒素施用なし区

秋：石灰窒素２０ｋｇ／１０ａ施用
翌年の代かき後では、石灰窒素施用により浮きわらの発生が少ない
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稲わら腐熟促進

５月上旬 田植え、３週間後の５月下旬の状況
石灰窒素施用により、還元障害を回避できる

秋すき込み
石灰窒素施用なし区

秋すき込み
石灰窒素施用あり区
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稲わら腐熟促進

あり 石灰窒素 なし
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稲わら腐熟促進
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わら秋すき込み わら＋石N秋すき込み 堆肥春散布

稲わら連用田での平均玄米収量

（宮城県古川農業試験場）
(ｋｇ/10a)

わら 600kg/10a

1973～1982年の10年間

わら 600kg/10a
石灰窒素 20㎏/10a

堆肥 1,000㎏/10a
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石灰窒素と稲わらすき込みで水稲追肥の削減

・石灰窒素を使った稲わらすき込みで地力窒素が富化される

・富化した地力窒素は水稲生育の中・後期に発現する

・石灰窒素は秋に散布して、秋にすき込むor春にすき込む

草丈(7/9) 稈長 穂長 茎数(7/9) 穂数 精玄米重 千粒重

7/19 出穂期 (kg/a） (g)

基肥＋追肥区 ６＋２ 59 77 18 524 446 85 42 37 59.8 21.9 7.4

石灰窒素

追肥省略
６＋０ 60 76 17 544 439 81 42 36 60.3 22.2 7.5

基肥＋追肥

(Nkg) (cm) (本/㎡)

有効茎歩

合(%)

玄米祖

蛋白

葉色(SPAD値)

山形県農業総合研究センター水田農業研究所

栽培概況：石灰窒素(20㎏/10a) 2023年10月19日、すき込み 2024年4月15日
基肥(5/2：15-18-15)、追肥(7/5：16-0-18)
移植 5月16日

日本石灰窒素工業会



漏生イネ、雑草イネ対策

作物名 適用場所
適用病害虫
雑草名

使用量
(kg/10a)

使用時期
本剤の
使用回数

使用方法
石灰窒素を
含む農薬の
総使用回数

水稲
水田一年生

雑草

30～70
は種前又は植

付前
1回 散布 ー

水田作物
(水田刈跡)

水田刈跡 50～70
水田作物刈

取後

国産石灰窒素の農薬登録(抜粋)
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スクミリンゴガイ防除

作物名 適用病害虫名
使用量
(kg/10a)

使用時期
本剤の使
用回数

使用方法
石灰窒素を
含む農薬の
総使用回数

水稲 スクミリンゴガイ

20～30

植代前

1回

荒起し後3～4㎝に湛水し、3～4
日後全面に散布、3～4日放置後
植代を行う。(漏水を防止すること)

ー30
荒起し後前面に散布、3～4㎝放
置後植代を行う。(漏水を防止する
こと)

20～30
刈取後(水
温15℃以
上の時期）

3～4㎝に湛水し、1～4日ご前面に
散布、3～4日放置する。(漏水を
防止すること)

国産石灰窒素の農薬登録(抜粋)
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ありがとうございました

日本石灰窒素工業会

TEL:03-5207-5841

Email:cacn@cacn.jp

HP:https//www.cacn.jp


